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戦

後

の

獨

逸

ミ

內

地

移

民

問

題

• 

. 

* 
.

阿

部

：
秀

助

最
近
"

獨
逸
政
•
府
の
公
表
せ
し
處
に
ょ
れ
ば
"
開
戰
以 

來
同
國
の
死
傷
港
總
數
は

.一

ニ
百
九
十
ニ
蔣
千
八
西
六
十 

九̂

に
し
て
、
、其
キ
八
十
八
萬
九
千
九
西
五
十
七
名
は
1 

戦
死
潘
た
る
を
以
て
殘
餘
の
三M〗

两
千
九
百
十
一
一
名 

は
負
傷
«

の
部
_

に.
編
入
せ
ら
る
、
も
の
な
り
、
怛
、 

以
上
の
數
字
中
に
は
瘐
病
患
者
に
し
て
後
送
せ
ら
れ
し 

も
の
を
包
有
す
る
に
あ
ら
ず
や
と
の
考
な
き
に
あ
ら
ざ 

る
も
、
假
り
に
以
上.の
數
を
以
て
®
文
而
の
示
す
が
如 

く
純
然
た
る
負
傷
者
の
み
と
す
る
時
は
尙
ほ
他
に
七
十 

五
萬
の
結
核
性
患
者
、
略
ぼ
同
數
の
心
臓
病
及
神
經
病 

患
港
、
及
五
十
萵
餘
の
锷
腺
病
患
著
に
し
て
戰
場
ょ
り 

內
地
へ
後
送
せ
ら
れ
し
も
の
あ
り
、
故
に
以
上
、
不
具 

淡
病
兩
方
面
を
通
じ
て
、
戰
後
、一

定
の
資
産
を
有
す

戦
後
の
獨
逸
と
內
地
移
民
間
題
：

.第
：

一 ,號
：：

一
四
ニ

る
結
取
、
別
に
画
家
の
保
議
を
必
要
と
せ
ざ
る
も
の
と 

戰
爭
其
者
に
ょ
り
て
被
むb
た
る
^

傷
、
瘐
病
の
經
過 

良
好
に
し
て
普
通
人
の
如
く
勞
役
に
服
し
#
る
も
の
と 

を
除
き
て
も
、
國
家
の
救
濟
を
必
耍
と
す
る
人
員
は
極 

め
て
多
数
に
上
る
可
し
、
是
に
於
て
か
戰
後
の
獨
逸
は 

是
等
祖
國
の
功
動
者
に
對
し
如
何
に
其
勞
を
犒
ひ
、
如 

何
に
し
て
其
不
自
_

な
る
境
M

.を
慰
す
可
き
か
の
間
題 

を
注
ず
、
而
し
て
此g

題

は一

面
彼
等
を
し
て
徒
食
の 

徒
た
ら
し
め
ず
、
出
來
る
丈
け
經
濟
上
に
活
動
せ
し
め 

ん
と
す
る
國
家
の®
求
i

相
應
じ
て
玆
に
廢
兵
^
住
間 

題
を
發
生
す
る
に
莖
る
も
の
な
り
と
す
。

戰
後
、
廢
兵
の
移
住
す
可
き
方
而
は
堪
に
地
方
の
み
に 

ぁ
ら
.
す

し

，
て

都

會

に

於

.て
も
然
り
と
な
す
、
但
兩
者
を 

通
じ
て
健
康
上
、
最
も
適
し.た
る
地
を
撰
定
せ
&
る
可 

き
こ
と
は
必
喪
な
る
條
件
た
り
、
加
ふ
る
に
彼
等
を
し 

て
出
來
名
ま
，*

±

地
、
其
家
屋
を
所
有
せ
し
め
て
、 

自
營
自
活
の
：狀
態
に
置
か
し
め
、
此
點
ょ
5

國
民
の
經 

濟
的
能
力
を'增
加
せ
し
む
る
こ
と
も
、
亦
た
必
須
の
恶

I..
I
1

:

\
■ I

I
•y%
\

S

I

1
1 1.

I.
1 .

I

1

I-.
1
1

| |

素
た
り
、
斯
く
て
一
蚱
年
三
月
二
十H

に
催
さ
.れ
し
獨 

逸
土
地
改
a

渚

同

盟

會

は

廢

兵

に

.
對

す

る

土
地
問
題
を 

解
决
せ
ん
が
爲
に
、
次
の
如
き
法
案
を
可
决
す
る
に
至 

れ
り
、
即
ち
獨
逸
帝
國>
,
各

勝

邦

"

市

町

村

は

(

一)

農 

業
上
の
素
養
あ
、る
も
の
に
踉
ぅ
最
高
限
ナ

「

1
へ
ク
タ
I」 

を(

ニ)

園
藝
に
從
事
す
る
も
の
に
對
し
て
は
ニ

「

へ
ク 

.
タ
ー」

を(

三)

郡
市
の
附
近
、
又
た
は
農
業
上
の
勞
働 

に
從
事
す
る
も
の
に
對
し
て
は
、
之
れ
が
住
居
上
の
目 

的
に
供
す
る
爲
め
、
千
年
方
米
迄
を
準
備
す
可
き
こ
と 

を
以
て
し
且
つ_
各
自
の
翼
考
は
是
等; 0
土
地
を
市
©

_ 

ょ
り
も
低
廉
な
る
偾
格
に
ょ
り
て®
ま
し
#
る
權
利
を 

有
し
邡
ふ
る
に
自
己
の
求
め
ん
と
す
る
土
地
に
對
し
て 

■
は
別
に
資
金
を
支
狒
ふ
の
必
要
な
く
只
：

u

喪
求
者
其
人 

に
し
て
^
存
し
或
は
其
土
地
を
去
ら
ざ
る
間
は
所
定
の 

地
代
に
ょ
り
て
之
を
所
有
し
得
るJ

を
規
定
せ
り
、
今 

假
b

に
、
以
上
の
法
案
を
實
施
す
る
場
合
に
於
て
吾
人 

が
考
慮
を
：耍
す
る
點.少
炉
ら
ず
、
即
ち
其
第1.

と
し
て 

は
總
て
土
地
經
營
の
場
合'に.
於
て
、
.其
經
營
«

te

る
可

き
者
が
充
分
に
其
所
有
地
を
經
濟
的
に
利
用
し
得
る
雒 

力
を
有
す
る
.も
の
.:tt
る
こ
.と
、
.
例
者
、
' 
地
方
に
對
す
る
. 

移
住
者
と
し
て
は®
方
の
出
身
者
か
、
或
は
脅 

に
從
事
せ
し
も
の.な
る
；こ
と
な
b

と
す
、
第
二
に
，考
慮 

を
要
す
る
‘點
は
、
配
偶
渚
た
る
：婦
人
が
充
分
斯
く
の
如 

き
事
業
に
對
し
て
獻
身
的
な
る
や
否
や
の
點
なb
と
す 

蓋
、
從
來
'

拘
地
移
民
に
關
す
る
經
驗
に
ょ
れ
ば"
之
. 

れ
が
困
難
な
る
點
は"

»
人
の
要
求
に
し
て
"
彼
等
の 

多
：く
は
大
都
會
生
、活
を
憧
憬
し
、
耀
調
な
る
地
方
的
生
；
 

活
令
悅
ば
.ざ
る
傾
向
あ
b

、
蓋
、
斯
く
の
如
き
婦
人
.に 

し
て
農
業
其
者
を
拒
'否
す
る
に
至ら

ば

、

，
之

れ
が
經
營
，
 

は
忽
.ち
失
敗
に
了
る
可
く
、
殊
に
廢
兵
の
場
合
に.於K

 

は
、
普
a

の
場
合
に
比
し
て
、
廢
兵
其
人
が
充
分
な
る 

勞
働
力
を
有
せ
ぎ
る#

架
、
21
に
：多
く
婦
人
の
カ;1
:
俟 

た
ざ
る
可
か
、ら
ず
、
故

「

に
：此
：现
曲
ょ
り
し
て
、
廢
兵
の

' 

地
方
移
住
に
猶
し
て
は> 
特
に
婦
人
が
斯
く
の
如
き
職 

業
.を
營
^
:に
充
分
適
當
な
る
«
性
を
有
する

や
杏
や
を 

調

査

せ

：
ざ

，
る

可

か

'ら
中
、
'
:
一
年
有
餘
を
大
都
會
の
業
務

第
十
一
卷a
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卷

(
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.'四
佣〕

維

0

戦
後
の'獨
逸-V

内
地'
f

問
.題

で
四
四

p H .

に
從
事
唯
し
女
性
或
は大
都

會

に
て
成
長
せ
じ
婦
人
は 

i

般
に
以
玉
の
如
き
地
位
を
求
む
'名
に
不
適
當
な
る
も 

0

な
り
と
す
、
軍
に
一
筒
の
_
題
と
し
て
硏
究
の
價
値 

を
有
す
る
も

の
'

は
、
' 內
地
移
民
に
對
し
て
充
分
明
白
な 

る
智
識
0

紙
乏
せ
る
こ
と
：な
り
と
す
、
蓋
し
、
此
の
間
ハ 

の
事
情
を
充
分
に
通_
す
る
こ
と
な
く
移
往
せ
ん.か
、

一
 

其
結
艰
、

時
に
所
期
と
反
す
る
も
の
あ
る
に
至
る
可
し
一 

普
a

"
五「

へ
ク
タ
1

J
乃
至
十
五「
へ
ク
タ
ー」

迄
の
農
一 

場

を
經
營
す
る
も
の
は
、
殆
ん
ど
其
全
力
を
注
ぐ
に
あ

」

 

ち
ざ
れ
ば
致
底
、
生
钟
を
維
持
す.る
こ
；と
不
可
能
に
し
一 

て
、.
加
ふ
る
に
、
移
住
の
初
年
に
あ9

て
其
經
營
は
最
一 

も
困
雛
に
し
て
"
其
次
年
に
於
て
も
尙
ほ
幾
多
の
大
困
八

卜
て
其
妻
其
子
女
の
援
助
によ

ぢ
て

、

比

^

^

易

に 

經
.營
し
#

る
ぶ
.共
：に
、
そ'れ
相
當
の
收
益
をif
&
す
を 

.得
可
し
、
' 勿
論
、
彼
等
は
以
上
の
業
務
，よ
り
收
益
を
齎 

ら
し
得
：る
以
外.に
、
各
自
年
金
を
支
給
せ
ら
る
く
地
位 

に
'ぁ
--
!
)、
此
年
金
.は
、.千
九
'0
|
六
年
五
月
2

十

一

m

め
.規 

定
に
よ
れ
ば
，：
其
被
窖
の
程
度
垆
全
然
業
務
に
從
.

¥

る
こ
i

能
は
ざ
る
も
の
に
は
一
.般
の
矣
士
に
五
西
四
十 

麻
、
下
士
に
六
西
麻
、_
士
官
は
七
1

1

十
麻
よ
b

九 

百
麻
と
な
し
、
以
下
其
程
度
に
應
じ
て
之
れ
が
支
給
類 

を
規
定
せ
b

、
其
他
、
彼
等
は
傷
害
又
.た
は
養
老
保
險 

と
し
て
年
にI 
ー_百
麻
乃
至
|
1管
麻
：の
收
入
を
有
す
、
.次 

ぎ
に
都
市
方
面
に
移
住
せ
る
廢
兵
は
地
方
の
廢
兵
と
同

難
存
せ
b

、
故
，に
充
分
な
る
勞
働
能
力
を
有
せ
ざ
る
廢
額
の
年
金
を
有
す
る
結
果
、

.
其

生

活

は

.之

れ

を

地

方

の

u

、
 

_ 

A
r
j»
k
i
 ̂

k 

I 

^
r
v
k 
0 

'
 

t
 

'
 

t 
 ̂

t 

I
r 

N 
ff ‘

A 

JL 

k 

I 

> 

t
 
>
 
r
 

_
l

兵
.|
'
:
斯
く
の
如
き
地
位
を
附
與
す
る
際
に.は
、
'此
點
亦 

:

た
注
意
の
價.値
ぁ
b
 
V

彼
の
廢
兵
に

關

す

る

.規

定

に

は 

以

上

の

點

に

考

i t

し

て

、

特

に

半

「

，
ル
ゲ
：
ン

」

-1

り

、 

十「

，
.
ル

ダ
'/」

に

至

る

鮑

圍

內

に

於

け

.る

園

藝

舉

業

を 

獎

勵

せp

:v

而

し

て

斯

く

©

如

き

職

業

は

各

駿

兵

.に
と

鄭
に
比
す
れ
ば
非
常
に
困
難
と
稱
せ
ざる
を
#

ず
、
何 

ん
；と
な
れ
ば
都
會
方
面
に
あ
り
て
は
、
地
方
に
見
：る
が 

如
く
"

自
己
0

所

有

地

，
を

耕

作

す

る

が

如

き

全

然

，不
可 

能
な
る
を
以
て
な
り> 
此
場
合
.‘に
於
て
ま
罾
を
し
て
眾 

に
年
金
に
よb

て
生
活
す
る
慕
よ
り
脫
せ
し
む
る
爲

め
に
は
、
M

に
他
の
方
法
を
講
贽
ざ
る
可
炉
ら
ず
、
此 

點
に
就
ぎ
て
»-
意
す
苽
含
_
題
は
家
內
エ
業
な
り
と
す 

.

更
に
部
市
に
於
け
る
廣
兵
移
杻
間
題
ゼ
關
聯
し
て
必
要 

な
る
事
項
は
"
波
等
.の
住
宅
間
題
.な
W

と
す
、
理
想
ょP

 

J
K

へ
ば
彼
等J

家
族
の
：爲
め
に
一
.個
の
住
宅
を
設
く
る 

こ
2

好
都
合
な
レ
も
、
斯
く
の
如
&
は
 

> 
地
®

の
II
-
* 

せ
る
都
會
に
於
て
到
底
不
可
能
のo
と
な
る
を
以
て
> 

已
む
な
く
ばf 

ニ
家
族
乃
至
三
家
族
を
入
る

〜

に
足
な 

住
宅
の
設
備
を
必
避i
す
>
，又
た
此
要
求
を
滿
足
せ
し 

む

る
爲
，め
に
都
市
の
附
近
は
癜
兵
其
潜1

宅
0

み
に 

ょ
つ
て
成
立
す
る
ー
傾
劍
を
，設
く
る
も
可
な
办
、
爾
ほ 

癡
兵
が
戰
#

前
居
住
せ
し
.地
に
&

已
の
住
宅
を
.求
め
.得 

る
.と
也
ば
、
更
に
彼
等|5
:

と
办
て
好
都
合
な
々
と
す> 

次
ぎ
に
癡
兵
移
住
の
組
織
方
法
に
關
し
て
，
地
方
，と
都 

會
ふ
は
«
*
的
相
違
ぁk
y
■■

?

今
前
藉
、に
.就
き
て
考
察
す 

鲛
に
> 
從
來
、：

內
地
移
说
の
場
合
は
之
れ
ど
决
定
す
る 

私
の
は
總
務
■©
.貰
會
：に
し
.て
.、
.
先
づ
移
住
希
望
.者
は
此 

委
員
會
に
：赴
§
/̂
何
.れ
の
地
代
農
播
が
地
代
龈
，行@

#

立

に

ょ
つ
て
讓

渡

れ

る

か.

を
確

知

す

、

而

し

て
■ *

場

合
 

に

於

て

地

代

農

場

の

提

供

渚

は

三「
パ

t

セ

ン

ト

し

ー一
分 

ノ 

i

乃

至

四
1
パ

i

セ

ジ
v

v

e

の
地

代

倩

券

を

受

取

る

、 

此

偾

券

は

何

れ

の

場

合

に

ょ

り

て

も

有

價

證

券

市

場

に
 

於

で
.

融

通

じ
#

‘

も

の

な

り

と

す

、

之

れ

に

對

し

て

移
 

民

潘

即

ち

地

代

農

場

の

；

&

受

人

は

年

々

、

地

代

銀

：
行

に
 

敗

っ

て
2

「

パ
1

1

ト」
「

#

ノ
；

 

I

乃

至

四

「

パ
！

セ 

V

ト」

の
地

代

と

、
.

償
_

費
と
し

て

二

分ノ

 

；
！

,

「

パ

I 

セ
' 

ン
：ト」

i

を
：支

挪

ふ

の

_

務を
有

す

る
も
の
な

.o

と 

す

、

斯

く

で

讓

渡

さ

れ

た

.
る

地

代

農

場

は

六

十

年

半

乃
 

至

五
i

,

ハ

年1

タ

月
を
以

て

引

受

人

の

所

有

*

の
下

に
 

腸

す

る

も

の

な
b

と

す

、

銜.ほ

地

代

農

場

に

對

し

て

は

' 

農

場

所

有

主

は

總

務

.委

員
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